
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成３０年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 
                                     電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  
  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

掲載期間 H30.7月下旬 
       ～H30.8月中旬 

第203号 平成30年7月版 

7月中旬 23.7℃ 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 

鳥取沿岸の水温 

平年より 約0.1℃高め  試験船による海洋観測結果（7月上旬） 
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共和水産株式会社 
代表取締役 岩田 祐二 

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地 
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530 

・島根沖 冷 水     ： 島根沖北緯36˚ 30-50‘付近に認められます。 

・山陰 若狭沖冷水：鳥取沖北緯36˚ 20-40'付近に認められます。 

・沖合の対馬暖流   ：島根沖冷水に沿って流れ、日御碕沖の冷水に沿って流れる 

          分流と合流し、隠岐諸島の北方へ流れています。その後、

山陰・若狭冷水に沿って東方へ流れていると考えられます。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ (鳥取県水産試験場で検索してください) 
に詳しく掲載しています、是非ご利用ください。 

     ７月上旬の水塊配置と対馬暖流 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は21～22℃で、平年
並みの値となっています。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12～17℃を示し、 
島根県沖北緯36˚30-50′ 、鳥取県沖36˚ 20-40′以北に
10℃以下の冷水が認められます。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は17～18℃を示し、平年
並みの値となっています。日御碕沖北緯36˚、隠岐諸島
北方北緯36˚40‘付近に冷水が認められます(10～14℃)。 

隠岐諸島北東に4～6℃を示す暖水域が認めら
れます。 

   
 マアジ加入量調査を実施しました！ 
   
 水産試験場では５～６月にかけて調査船第一鳥取丸によりマアジ加入

量調査を実施しました。加入量調査は2003年以降継続されており、本年

は国の研究機関である西海区水産研究所、山口県および島根県の研究セ

ンターと合同で行いました。 

 本調査は調査実施年のマアジ加入量を予測するために行っており、今

後の漁獲量や資源の動向を考える一つの指標となるものです。 

 本調査のとりまとめ結果を7月27日（金）に境港市の「境港商工会議所

会議室」にて報告いたします（13時30分より開始予定）。また、同日マ

グロ調査の内容についても発表予定となっております。事前申込み等い

らず、どなたでもご参加いただけますので、「ちょっと聞いてみるか」

と軽い気持ちで足を運んでいただければ幸いです。 

揚網状況. 水深30～50mの中層を 
マアジ稚魚用トロールで曳網！ 

調査で採集されたマアジ稚魚 
2~3cmの個体が多く、 
昨年より小さい傾向です。 

加入量指標値. 対馬以東の採集数が 
少なく、加入量は多くないと予測… 
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6-12月まき網1ヶ統あたりの当歳魚漁獲尾数（十万尾）

加入量指標値

★水産課からのお知らせ★ 

くろまぐろの採捕数量制限を遵守してください！ 

・太平洋くろまぐろは資源減少が危惧されており、 
 国際約束に基づき資源を回復させる必要があります。 
 （※太平洋くろまぐろは主に東シナ海～太平洋を回遊し、群れの一部は日本海にも回遊します。） 
・平成３０年度からは、漁獲可能量制度に基づく採捕数量制限を 
  実施しています。鳥取県の漁獲枠 （小型魚1.6トン、大型魚1.0トン）  
  の９割に達したら県より採捕停止命令を発出します。 
・命令に従わずクロマグロを採捕すると罰則（３年以下の懲役、  
 若しくは２００万円以下の罰金、又は懲役・罰金の両方）が適用される 
 場合がありますのでご注意ください。 

配 分 定置網 
曳き縄 

その他漁業 
県留保枠 合 計 

小型魚
（30kg未満） 

０．７トン ０．７トン ０．２トン １．６トン 

大型魚
（30kg以上） 

０．８トン 配分なし ０．２トン １．０トン 

鳥取県に配分された漁獲枠 
・管理期間：平成３０年７月１日～平成３１年３月３１日 
・小型魚は前管理期間の繰り越し配分がある見込み 
・定置網と曳き縄・その他漁業の配分は漁業者協定により決定 
 

 従来使ってきた基質のプレートは大

きくて重く、作業がしづらいという問

題点がありました。そこで、昨年は漁

業者の方々に小型のプレートを実際

に設置してもらったところ、小さく軽

いため設置しやすいという意見をい

ただくことが出来ました。 

栽培漁業センター 

小型プレートを用いた藻場造成の取り組み 
 栽培漁業センターでは、安価な材

料で大量かつ簡単に設置できる基質

を用いた藻場造成技術の開発に取り

組んでいます。 
  

 栽培漁業センターでは、これからも漁業者の

方々のご意見も取り入れながら、より良い基

質の開発に取り組んでいきます。 
 関係者の皆様、ご協力のほどよろしくお願い

します！ 

大型プレート 
25×10cm，1.5kg 

小型プレート 
15×15cm，200ｇ 

③根がプレートにしっかり 
   張るまで育てる 

④水中ボンドを使って 
  海中に設置する ②種をプレートに 

   固定する 

クロメの赤ちゃんが海に出るまで 
①糸にクロメの赤ちゃんを 
    付着させ育てる 

↑クロメの赤ちゃん 

↑設置したプレート 

GOOD！ 
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